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本日の内容 

1. 仮想マシンにOpenFOAM環境をインストール 

2. ParaViewをコンパイル 



１．OpenFOAMインストール 

• 自宅PCに次の環境を作ることにした 

– Windowsから次の２つの仮想マシン起動 

• Windows XP（ParaView実行用） 

• Puppy Linux（OpenFOAM実行用） 

• 次のソフトを入れた 

– OpenFOAM 

– ParaView 

– Blender 



環境の図とファイル交換手段 
ホストOS：Windows 

Windows XP Mode VirtualPC上のPuppy Linux 

内部ネットワーク 
で共有（Samba） 

統合
機能 

インターネットから 
ダウンロード 
したファイル 



OpenFOAMのインストール 

• OpenFOAM-2.1.1.tgzを仮想マシンに置く 

• ディレクトリを作る：mkdir ~/OpenFOAM 

• 作ったディレクトリに展開する：tar xvf 
OpenFOAM-2.1.1.tgz 

• 環境変数を設定：source etc/bashrc 

• コンパイル：./Allwmake 

 



コンパイル結果 

• コンパイルに要した時間は2H47M 

• データ量は1GB 



ParaViewをインストール 

• Windows XP Modeにインストールした 

 

• 当初、起動しなかった 

– XP mode にVC2008ランタイムをインストールした
ところ、起動するようになった 

 



バージョンのまとめ 

• Windows 7 上に次の仮想マシンを構築 

– Windows Virtual PC上のWindows XP（XPモード） 

– Windows Virtual PC上のPuppy Linux 511-01 

• Windows XP上に次のソフトを導入 

– Microsoft Visual C++ 2008 再配布可能パッケージ 

– Blender 2.66 / 2.64 / 2.62 

– ParaView 3.98 

 



バージョンのまとめ２ 

• Puppy Linux上に次を導入 

– wary_devx_511.sfs （これでgcc 4.3.4が入る） 

– OpenFOAM 2.1.1 

2013.04現在、最新版は2.2.0 



適当に計算した結果 

• 次の手順で実施 

– 四角錐の下半分の形を
blenderで作成 

– SwiftSnapでメッシュ条件
設定 

– SnappyHexMesh 

– potentialFoam 

 

• OpenFOAMは以上です 

 

 



２．ParaViewのコンパイル 

• ParaViewをコンパイルする 

• 以下の条件でコンパイル 

– Qtは使わない（GUIは使わない） 

– OpenGL使わない 

コンパイルした理由の補足： 
GUIなし（or Puppy Linux上）環境で画
像を作成するため。 

「複数の解析結果の比較」や「決
まった内容の報告書の作成」といっ
たことをしたい場合、ParaViewを手

で操作して一枚ずつ画像を作成して
もよいが、マクロで自動化することも
可能。ParaViewバイナリ配布版は、

マクロによる自動実行は可能だが、
GUIあり環境で動かすことが前提と
なっている。GUIなし環境で画像作る

にはコンパイルオプションいじって自
分でコンパイルする必要がある（と
思います）。 

画面がない環境で絵の
作成をするには再コンパ
イル必要 

画面があるならバイナリ
配布版で絵の作成が可
能 

※ キーボードの有無は関係ありません 



（参考）ParaViewManual.v.3.98.pdfより 

 

本資料で紹介するのは 
この1.の状況を想定した 
手順になります 



事前調査 

• ParaViewManualで調査 

–要するに、オフスクリーンレンダリングを有効にす
ればよい 

– このコンパイルにはccmakeの設定が必要 

–オフスクリーンレンダリングのためにはOSMesaと
いうものが必要 

• Mesa・・・OpenGLのソフトウエア実装 

• OSMesa・・・オフスクリーンをサポートするもの 



OSMesaの作成 

• MesaLib-7.7.1.tar.gzをダウンロード、展開する 

• 設定する./configure --with-driver=osmesa 

• コンパイルするgmake 

 

• するとlibGL.soはできないが、大丈夫 



ParaViewのコンパイル設定 

• ccmake（curses版configure）で、次の記述を参
考にして設定する 



ParaViewのコンパイル 

• ccmakeでMakefileを作ったら、makeと入力し
てコンパイル 

• コンパイル所要時間は２時間程度 

• 動作確認手順（次を入力して画像が生成され
ればOK） 
$ bin/pvpython 

>>> cone = Cone() 

>>> Show(cone) 

>>> WriteImage(“aaa.png”) 



問題点 

• 画像は正常に作られるが、終了時にエラーが
発生する。 

glibc detected corrupted double-linked list: 
と表示され、トレースが表示される 



ParaViewコンパイルの意外なメリット 

• ParaViewのソースコードがどうなってるか興
味を持てる！！ 

–なんでたくさんコンパイルオプションがあるのか？ 

– Python Wrappingとは何か？ 

– vtkとは何なのか？？ 

 



仮想環境の意外なメリット 

• いつでも作業中断できる 

– コンパイルの途中で止めて、また再開することが
でき、かつ、時間の計測もできる 



改訂履歴 

• 4/27 

–オープンCAE勉強会での発表に使った版 

• 4/28 

– ParaViewをわざわざコンパイルした理由追加 

–その他修正 

 


